
























































































図表１ 1993 年以降の株主優待実施企業数と実施率の推移 
 




















 1933 年 1960 年 1989 年 2016 年 
実施企業数 83 103 185 1,307










1 1.2 8 7.8 67 36.2 623 47.7
飲食料品 - - 3 2.9 12 6.5 507 38.8
その他 1 1.2 2 1.9 3 1.6 369 28.2
日用品・家電 - - 1 1.0 6 3.2 181 13.8
食事（割引券） - - 2 1.9 25 13.5 177 13.5
趣味・娯楽・芸術 17 20.5 29 28.2 35 18.9 141 10.8
オリジナル（限定） - - - - 2 1.1 118 9.0
宿泊施設利用 - - 4 3.9 15 8.1 89 6.8
スポーツ - - 3 2.9 6 3.2 75 5.7
交通・旅行 64 77.1 48 46.6 38 20.5 62 4.7
衣料品・宝飾品 - - 9 8.7 7 3.8 58 4.4
※1 1 社あたり複数の分類にまたがる優待内容の場合があり、各分類の件数の合計値は実

































































図表３ 丸善 CHI ホールディングスの株主優待における保有株式数と贈呈数の関係 
保有株式数 内容 割合（贈呈額／保有株式数） 
保有株式数はレンジ下限を用いて
計算 
100 株以上 500 株未満 1,000 円 10 
500 株以上 2,000 株未満 2,000 円 4 
2,000 株以上 3,000 株未満 3,000 円 1.5 
3,000 株以上 4,000 株未満 4,000 円 1.33（小数第 3 位以下切捨て） 
4,000 株以上 5,000 株未満 5,000 円 1.25 
5,000 株以上 6,000 円 1.2 






























図表４ JPX の株主優待 
継続保有年数 優待内容（クオカード贈呈金額） 
1 年未満 1,000 円分 
1 年以上 2 年未満 2,000 円分 
2 年以上 3 年未満 3,000 円分 














































































































































































































































































































































































































































provided by the program. Secondly,  in relation to this program,  it researches the  issues 
from corporate law perspective including the principle of equal treatment of shareholders 
and the issues from the income tax law perspective including the possibility to be treated 
as  an  entertainment  expense, which  is  not deductible  from  the  taxable  income. Finally, 
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